
（受付 12:30～ ２階 204会議室にて ）

 （大津市におの浜1-1-20）  JR膳所駅より徒歩約1２分
   京阪石場駅より徒歩約５分

主催： 公益財団法人 滋賀県国際協会（SIA)
共催： 独立行政法人 国際協力機構関西センター（JICA関西）
協力： 国際教育研究会 Glocal net Shiga

後援：  滋賀県、滋賀県教育委員会、滋賀県小中学校国際理解教育部会、      

滋賀県高等学校国際教育研究協議会、認定NPO法人開発教育協会（DEAR)、滋賀県青年海外協力協会

ファシリテーションって
むずかしい？

国際教育って、
どんな教材があるんだろう？

異文化理解って、
どう教えるの？

外国にルーツを持つ
子どもを受けもっては

いるけれど…

※ この体験フェアは、滋賀県総合教育センター
 『自己啓発研修』の指定を受けています。

国際協力 や 多様性 を
もっと身近に感じるには？

「持続可能な社会の
創り手」を

どう育てるの？

※ 新型コロナウィルス感染の状況によって、中止または、一部内容を変更する可能性があります。その場合は、主催者ウェブサイトなどでお知らせします。

申込締切： ８月４日（金）１５時まで



【 国際教育教材体験フェア in 滋賀 2023 】

参加申込書

①お名前 ②所属先

③電話番号 ④E-mail

◼ 各分科会の定員は30人（先着順）です。人数の都合により、ご希望の分科会に
参加いただけない場合は、もう一方の分科会をご案内させていただきます。

◼ 会場の駐車場はご利用いただけませんので、公共交通機関をご利用ください。

◼ 発熱など風邪のような症状がある場合は、参加を見合わせてくださいますよう
ご理解とご協力のほどよろしくお願いいたします。

◼ 申込の際に記入いただきました個人情報については、今回の教材体験フェアに
関わる手続きにのみ使用いたします。 

お問合せ・申込先

（公財）滋賀県国際協会 担当：大森

JICA関西 滋賀デスク 担当：森川

8：30～17：15 （土日祝日を除く）

電 話：０７７-５２６-０９３１
FＡＸ：０７７-５１０-０６０１

 メール：info@s-i-a.or.jp
  URL：https://www.s-i-a.or.jp

【申込方法】 1 .ネット申込 : https://forms.gle/LFWxeiNgj2Xcpj7W8 からお申込みください。  

2.ＦＡＸ : 下記にご記入の上、０７７-５１０-０６０１ まで送信してください。

☆ 受講決定者には、後日詳細についてこちらからご連絡差し上げます。

時 間 プログラム内容

13:00-13:10 開会・オリエンテーション （受付は 207会議室にて 12：30～）

13:15-14:45

Ⅰ

204会議室 207会議室

分科会１

「子どもの権利」ワークショップ

「新しい学力の育成」「新しい学校のルールメ
イキング」… 最近の教育現場では様々な文脈で
「子どもの主体性」が必要とされています。子ど
もたちに伸びやかな主体性を発揮してもらうため
に、彼らに保障されている「子どもの権利」につ
いて改めて学んでみませんか？参加型のワーク
ショップ形式です。

 講師：川辺 純子さん Glocal net Shiga
  立命館守山中学高等学校教員

分科会２

「滋賀の歴史から考える多文化共生」

昨年「多文化共生×SDGs×開発教育」連続セミ
ナーを受講し、滋賀の歴史を学び見えてきた各国と
の強い繋がり。中でも朝鮮半島との繋がりを取り上
げ、自らの学びを基に小学生に実践した授業を紹介
します。日本と朝鮮半島の長い歴史をふり返りつつ、
現在日本に暮らす在日コリアンの子どもたちの今に
ついて「知る」ことで、多文化共生のために私たち
が今できることを一緒に考えましょう。

 講師：竹辺 このみさん Glocal net Shiga
    大津市立堅田小学校教員

14:45-15:00 休憩 （10分）

15:00-16:30

Ⅱ

分科会３
「となりのムスリム・ムスリマ」

私たちの社会とイスラムの関わりはまだ一世紀
ほどですが、私たちに根づく初詣・お盆・クリス
マスのような習慣がイスラム文化にもあるかもし
れません。まずはイスラムにふれることからはじ
めましょう。本分科会は開発教育研究会「身近な
ことから世界と私を考える授業Ⅲ」（明石出版）
から「⑤となりのムスリム・ムスリマ」および
「みんぱっく『世界のムスリムのくらし1』」（国
立民族学博物館）を使います。

 講師：岡 佑里子さん Glocal net Shiga
  公益財団法人京都YWCA職員、

JICA青年海外協力隊 （モロッコ）経験者

分科会４
「国際教育・多文化共生の必要性

  ～多国籍化する学校現場から～」

出入国管理及び難民認定法（入管法）が改正され、
さらに外国人労働者が増えると予想されます。それ
に伴い家族も一緒に来日する場合もあります。外国
にルーツを持つ子どもが、なかなか日本の教育に馴
染めないことが課題です。孤立感を味わい、言語の
壁に阻まれ充実した学びを得ることができない子ど
もの為に何ができるか一緒に考えていきましょう。

 講師：川嶋 稔彦さん Glocal net Shiga
湖南市立三雲東小学校校長

16:30-16:45 アンケート記入・閉会 

2023年８月９日（水） < 204 会議室 > < 207 会議室 >

Ⅰ：13:15～14:45 分科会 １ もしくは 分科会 ２

Ⅱ：15:00～16:30 分科会 ３ もしくは 分科会 ４

⑤参加を希望する分科会に○をしてください。

お申込みはこちら↑

当日参加者には、国際教育や外国人児童生徒等支援に関する資料などを提供いたします。
また、開発教育・国際理解教育の教材販売コーナーも設けます。
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